
Title 渓流における土砂移動と認識手法

Author(s) 笹, 賀一郎

Citation 北海道大学演習林試験年報, 2, 34-35

Issue Date 1985-03

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/72657

Type departmental bulletin paper

File Information 1983_1-11.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP





35 

、

地点は士砂移動の発生地屯を、 堆積地点はその停止位置をあらわにしていることにな

る。 それらの地 点には、 同齢の木本群落が形成される。

(2 )移動士砂の堆積によって虻行流路が変動する。渓床断面の大部分を埋積するような堆積がお 

こなわれたばあい、 流路は大きく変化する。 それ以下の堆積では横方向へのズレとなり、 流路は

湾曲化していく。 堆積地や流路の跡には同齢の大本群落が形成される。

(3)堆積地や流路痕跡を大本群落の年齢との関連で整理していけば、土砂の移動過程が把握され 

る。 流路の変化については � 図ー2

の左岸にそった流路は7年前に右岸

方向にうつり、 また2年前に現在位

鷹にもどってきたというような、1日

流路への再流入の状況も把握されて

くる。

(4)虻行流路の変化は、洪水時の冠

水区域内でおこなわれることが多い。

この過程は、野外における簡易実験

によっても確かめられた。

(5)士砂移動地に形成される木本群

落は移動翌年からの侵入がほとんと

であるが、 傾斜木の士伸抜には当年

からの発生もみとめられた。

3 アユマナイにおける移動状況

以上のような指標をもとに、 アユ

マナイにおける士砂移動の状況をみ

ると図ー3のようである。 約30年間

の状況をあらわしたが、 一つの移動

土砂の規模は1,000面以内、． 移動距離

は100m前後になっている。ただし、

流路の変化にともなって横方向への

氾らんが大きく、100m以上に広がる

区域もみられる。 これらの氾らん区

域は、比高2 m�3 mの段丘崖によ

って規制されているようである。

土砂移動の痕跡をもとにした規地

調査により、以上をはじめとした多

くの情報がもたらされてくる。

図 ー 2 流路変動 旧流路への
再流入(1983蜆{,)

固 ー 3 アユマナイの土砂移動状況


